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十
二
▼

「巴
Ｂ
コ
〓
こ
■
８
ヨ
守
も

る
か
を
、
理
論
的
、
実
証
的
に
分
析
し
て

い
る
。
こ
の
た
め
に
分
析
ツ
ー
ル
と
し
て

用
い
ら
れ
た
の
が
、
「オ
イ
ラ
ー
方
程
式
」

で
あ
る
。
こ
れ
は
異
時
点
間
で
消
費
者
が

効
用
を
最
大
化
す
る
た
め
に
成
立
せ
ね
ば

な
ら
な
い
公
式
で
あ
り
、
現
在
と
将
来
の

消
費
を
結
び
つ
け
る
た
め
の
必
要
条
件
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
消
費
の
パ
ス
を
で
き
る

だ
け
ス
ム
ー
ジ
ン
グ
す
る
こ
と
が
消
費
者

の
厚
生
を
引
き
上
げ
る
た
め
、
そ
れ
を
達

成
す
る
よ
う
に
資
産
取
引
が
行
わ
れ
、
資

産
価
格
が
決
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

著
者
は
こ
の
オ
イ
ラ
ー
方
程
式
に
基
づ

く
資
産
価
格
決
定
モ
デ
ル
の
研
究
に
長
年

携
わ
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
多
く
の
理

論
的
、
実
証
的
な
成
果
を
生
み
出
し
て
い

る
。
そ
の
成
果
を
ま
と
め
た
も
の
が
、
本

書
と
い
え
よ
う
。
特
に
実
証
分
析
は
も
っ

ぱ
ら
日
本
経
済
を
対
象
と
し
て
お
り
、
わ

が
国
に
お
け
る
資
産
価
格
の
決
定
を
め
ぐ

る
興
味
深
い
フ
ア
イ
ン
デ
イ
ン
グ
ス
が
得

ら
れ
て
い
る
。

ま
ず
理
想
的
な
経
済
状
況

倉
充
備
市
場

に
お
け
る
取
引
可
能
、
家
計
間
で
完
全
保

険
が
可
能
、
取
引
に
制
約
な
し
）
か
ら
議

論
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
そ
れ
か
ら
次
第
に

市
場
、
取
引
の
現
実
的
な
仮
定
を
取
り
入

れ
、
オ
イ
ラ
ー
方
程
式
か
ら
導
か
れ
る
含

意
を
理
論
的
に
再
構
築
し
て
い
く
手
法
は

見
事
で
あ
る
。
そ
し
て
オ
イ
ラ
ー
方
程
式

の
取
引
主
体
を
家
計
か
ら
国
に
置
き
換

えゝ
、国
際
間
の
リ
ス
ク
シ
エ
ア
リ
ン
グ
（国

際
間
で
の
株
式
投
資
）
に
ま
で
議
論
を
発

展
さ
せ
て
い
る
。

選
考
に
当
た
っ
て
は
、
理
論
に
偏
り
過

ぎ
て
い
る
点
に

一
部
難
が
示
さ
れ
た
が
、

そ
れ
を
上
回
る
だ
け
の
価
値
が
あ
る
と
い

う
こ
と
で
、今
回
の
授
賞
が
決
定
さ
れ
た
。

一
方
、
赤
井
氏
は
財
政
学
会
を
代
表
す

る
若
手
の
研
究
者
の
一
人
と
し
て
、
特
に

地
方
財
政
の
分
野
で
の
業
績
が
高
く
評
価

さ
れ
て
い
る
。受
賞
し
た
今
回
の
著
作
は
、

こ
こ
数
年
著
者
が
手
が
け
て
き
た
行
政
組

織
の
改
革
、
と
り
わ
け
官
と
民
の
役
割
分

担
の
適
正
化
と
そ
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
シ
ス

テ
ム
の
構
築
に
向
け
た
理
論
的
、
実
証
的

研
究
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

財
政
学
で
は
通
常
、
国
の
一
般
会
計
、

地
方
の
普
通
会
計
を
取
り
上
げ
、
そ
の
財

政
運
営

。
政
策
な
ど
が
論
じ
ら
れ
る
。
だ

が
今
日
、
財
政
再
建
に
関
し
国
の
特
別
会

計
が
注
目
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る

「埋
蔵
金
」

の
存
在
が
論
争
の
的
に
な
る
よ
う
に
、
国

も
地
方
も

一
般
的
な
予
算
に
よ
り
活
動
を

し
て
い
る
領
域
外
で
も
、
多
く
の
関
連
し

た
財
政
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

実
は
、
効
率
的
な
政
府
、
行
政
改
革
の

推
進
と
い
っ
た
時
に
重
要
な
の
は
、
こ
れ

ま
で
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
こ
の
よ
う
な
周

辺
領
域
の
財
政
活
動
で
あ
る
。
具
体
的
に

は
、
独
立
行
政
法
人
、
地
方
自
治
体
、
地

方
公
社
、
第
３
セ
ク
タ
ー
、
公
益
企
業
な

ど
で
あ
る
。
赤
井
氏
の
業
績
は
、
ま
さ
に

こ
の
分
野
に
本
格
的
に
分
析
の
メ
ス
を
い

れ
た
先
駆
的
な
も
の
と
い
え
よ
う
。
単
に

理
論
的
な
考
察
、
デ
ー
タ
に
よ
る
実
態
把

握
の
み
で
な
く
、
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
ー
の

た
め
に
現
地
に
お
も
む
き
フ
イ
ー
ル
ド
サ

ー
ベ
イ
ま
で
行
っ
た
重
厚
な
内
容
に
な
っ

て
い
る
。

た
だ
難
を
言
え
ば
、
「政
府
の
失
敗
」
が

前
提
と
な
り
効
率
の
視
点
か
ら
の
分
析
が

際
立
ち
す
ぎ
、
政
策
論
の
も
う
１
つ
の
基

準
で
あ
る
公
平
の
側
面
の
問
題
提
起
が
不

足
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
斬
新

な
ア
イ
デ
ア
と
丹
念
な
考
察
は
、
エ
コ
ノ

ミ
ス
ト
賞
の
受
賞
に
十
分
ふ
さ
わ
し
い
も

の
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
た
。

以
上
、
２
点
の
他
に
最
終
選
考
ま
で
残

っ
た
研
究
書
と
し
て
、次
の
４
点
が
あ
る
。

①
小
西
砂
千
夫

『地
方
財
政
改
革
の
政

治
経
済
学
』
（有
斐
閣
）、
②
二
木
立

『介

護
保
険
制
度
の
総
合
的
研
究
』
（動
車
書

房
）、
③
大
村
敬

一
・水
上
慎
士

『金
融
再

生
　
危
機
の
本
質
妖
日
本
経
済
新
聞
出
版

社
）、
④
高
橋
洋

一

『財
投
改
革
の
経
済

学
』
（東
洋
経
済
新
報
社
）。

い
ず
れ
も
授
賞
の
対
象
と
な
っ
た
と
し

て
も
お
か
し
く
な
い
著
作
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
理
論
的
な
分
析
の
不
足
、
実
証
研

究
で
の
結
論
の
運
び
、研
究
対
象
の
狭
さ
、

さ
ら
に
は
年
齢
の
点
で
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
賞

の
資
格
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
な
ど
の
理
由

で
、
授
賞
に

一
歩
及
ば
な
か
っ
た
。　

Ｄ

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
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考
委
員

（５０
首
順
、
敬
称
隠
）

○
委
員
長
　
石
　
　
弘
光

（放
選
大
学
学
長
）

○
委
　
員
　
小
川
！　
一
夫

（大
阪
大
学
教
授
）

！　
　
　
　
神
代
　
和
欣

（横
浜
目
立
大
学
名
誉
教
授
）

沼
上
　
　
幹

（
一
橋
大
学
教
授
）

吉
野
　
直
行

（慶
応
大
学
教
授
）
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赤井伸郎著

あかい の ぶお

大阪大学大学院国際公共政策研究科准教授。1968年 大阪府

生まれ。91年大阪大学経済学部卒業。94年 同大大学院経済

学研究科博士課程単位取得。98年 同大経済学博士。同大経

済学部助手、神戸商科大学経済研究所助教授、兵庫県立大

学経営学部助教授などを経て2007年 4月 より現職。著書に
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